
1 .はじめに

我が国で初めて震度７を２回記録した昨年の熊本地

震(2016 年 4 月)以降も茨城県北部、鳥取県中部、内浦

湾を震源とする震度６弱の地震を含めこの 1 年で震度

５弱以上の地震が 20 回以上発生している。また大雨に

よる水害も頻発し、予測を超えた自然災害が地域を問

わず発生しており、人々の自然災害に対する防災意識

は一段と高まって来ている。東海地方においても南海

トラフを震源とする巨大地震の備えがより重要となっ

ている。この様なことから、本研究では行政界を越え

る広域エリアでの地震被害予測を行ってきた。これは

地域防災の基礎資料を得ることを目的としたものであ

り、大地震が発生した場合の地域の安全性を、地震の

揺れの大きさ、構造物被害、人的被害の予測計算を行

い、避難者数、避難場所、避難道路長さ等も考慮して

安全評価をしようとするものである。著者らはこれま

でに愛知県尾張北西部地域及び岐阜県中・東濃地域の

都市を中心に 18 市 3 町 1 区(図-1)の 72 万戸余の建物デ

ータ(表-1)を収集し、500ｍメッシュでの危険度評価を

行ってきた 1)。これらの予測計算に必要なデータは実地

調査で収集し、一部は行政の有する家屋台帳等の資料

と比較し、精度の検討を行った。今回は愛知県弥富市、

海部郡大治町、蟹江町を対象に調査を行ったが本報で

は弥富市の調査結果と被害予測計算結果について述べ

る(下図参照)。 

図-1 2016年までに実地調査と被害予測を行った地域 

   (白抜き地区、１８市３町１区) 
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表-1 実地調査地区の建物戸数 

2 .弥富市について

弥富市は愛知県南西部の木曽川下流デルタ地帯に位

置し、平成 18 年に旧弥富町と十四山村が合併して県内

35 番目に生まれた市である。市の面積は 49.0km2、人

口 4 万 3 千人余の市である。地形は木曽川他による堆

積土で形成された沖積層からなる海抜ゼロメートル地

帯が西から東南に緩やかに傾斜している。市の南部は

水田が広がり、湾岸部は名古屋港西部臨海工業地帯と

なっており、国道 23 号線、伊勢湾岸自動車道が通って

いる。北部地域は鉄道、幹線道路が充実しており、JR

関西線、近鉄名古屋線、国道 1 号線、東名阪自動車道

が東西に、名鉄尾西線、国道 155 号線が南北に通り(図- 
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図-2  弥富市の主要交通と建物戸数分布 

2)、名古屋市への通勤等に便利な地域として人口増加が進ん

でおり、ベッドタウンとしての住宅開発が進んでいる。 

3 .実地調査結果

実地調査はこれまでと同様、建物属性（構造・用途・階数

と建築年代）と避難場所、道路状況について行った。調査結

果によると、建物戸数は17,225戸、500ｍメッシュ区分で合

計267地区であった。調査した建物の属性を構造別・年代

別で分類したものが図-3である。弥富市は工業地帯を抱え

ていることもあり、S造建物が他都市と較べて多い傾向にあ

り、木造建物は７４％で戸建住宅が７割を占め、2階建て住

宅も7割ほどであった。築年数で見ると全体では新旧建物が

半々であった。これらの建物分布状況を示したものが図-4

であり、市北部地域に多くの建物が有り、国道23号線を挟

む地域では築年数の古い建物が多くみられ、JR,近鉄の鉄道

沿線の地域では新しい住宅地の開発が進んでいることが分か

る。 

図-3  建物の構造・年代別調査結果 
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図-4  昭和56年以前の建物の割合分布 

N

(濃色) S57 年以降建物

(薄色) S56 年以前建物

弥富市

１５０戸未満
３００戸未満
４５０戸未満
６００戸未満
６００戸以上

20%未満

20～40%未満

40～60%未満

60～80%未満

80%以上
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4．被害予測結果

 想定地震及び被害計算は既往の研究 1) と同様の項目

について行った。結果の概要を表-2 に示す。M8 前後の

地震は震源深さ２０㎞で、M8.7 は１０㎞、M9 は３０

㎞で被害予測計算を行っている。M8 前後の地震による

震度分布、建物被害計算結果を示したものが図-5～7 で

ある。海溝型地震の東海・東南海地震では全域に渡り

震度６弱・６強の揺れを示し、内陸型地震の濃尾級地

震でもほぼ全域で６弱・６強の揺れを起こし、木造建

物に多くの被害を及ぼす結果となった。内陸型地震で

も阿寺断層地震では被害の発生が見られなかった。地

区別に建物、火災被害の予測結果を見ると旧弥富町中

心街である市役所、弥富駅を含む図の左上部分の地区

に多くの被害が出る結果となった。 

表-2 実地調査地区の被害予測結果 

図-9､10 は M8.7 以上の南海トラフ級の巨大地震を想

定した時の予測結果を示したものである。両方の地震

とも弥富市からの震源距離は 130Km 以上あるが震度６

弱以上の揺れを起こし、内陸型地震の濃尾級地震被害

と同じような数値となっている。 

5．まとめ 

 弥富市の地震被害予測計算の結果、多数の市民が利

用する主要交通機関が集まる市北部地域での建物、人

的被害が顕著であることが分かった。建物、人口もこ

の地区に多く集まっており、市内全域がほぼ標高ゼロ

ｍ地帯にあり、弥富市の発表している資料２）によれば

南海トラフ地震の場合、この近辺での津波高さはおよ

そ 30cm 推定されており、災害時の危険性が高い地区と

言える。また南部工業地帯を東西に走る国道 23 号線、

伊勢湾岸自動車道も海抜ゼロｍ地帯を横断しており、 

巨大地震時には津波高さが３ｍ前後と予測されている 
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図-5 想定地震の震度分布（震源深さ 20km） 
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図-6 想定地震による建物全壊被害分布（震源深さ20km） 

ことから避難経路、避難場所の確保が重要である。 
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図-7 想定地震による木造建物半壊被害分布（震源深さ20km） 
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図-8 建物火災被害(出火件数) 濃尾級地震 M8.0 
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